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的
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丈
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、
研
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1
、
器
械
及
び
測
定
法

　
2
、
結
果

　
　
紛
直
接
嚢
達

　
　
畷
波
及
難

　
　
秋
　
標
準
震
彙
の
鍵
化
と
愛
化
關

　
　
（

　
3
、
概
括

慧
、
内
槻
的
考
察
（
次
號
）

幽
、
問
題

客
観
的
問
題
自
然
の
歌
態
に
於
け
る
人
類
の
刺
戟
閾
墾
化
粧
粧
別
閾
は
、
一
定
の
継
母
、
一
定



　
の
刺
戟
の
範
國
で
は
常
に
略
ぼ
一
定
の
籔
値
を
有
す
る
竜
の
と
認
め
ら
れ
で
居
る
。
そ
し
て
乙

　
れ
が
ノ
＜
Φ
び
零
の
法
則
の
経
験
的
墓
硲
を
形
作
っ
て
居
る
事
實
で
あ
る
。
多
く
の
實
験
心
理
學
者

　
或
は
生
理
學
者
は
各
感
壁
に
つ
き
て
、
此
等
の
数
値
を
確
定
せ
ん
と
努
力
し
、
既
に
或
度
の
燧
し
か

　
さ
を
有
す
る
数
値
が
報
告
せ
ら
れ
て
居
る
。
然
し
、
こ
の
比
較
的
に
団
醸
し
て
居
る
と
認
め
ら
れ

　
て
居
る
畳
閾
は
，
特
殊
め
練
習
に
よ
つ
て
礎
化
を
受
け
な
い
で
あ
ら
う
か
。
或
は
若
し
憂
化
を
受

　
－
け
る
と
せ
は
、
其
程
度
は
幾
何
で
あ
ら
う
か
。
叉
局
都
直
接
面
上
は
他
の
部
に
波
及
す
る
で
あ
ら

　
う
か
。
若
し
叉
波
及
す
る
と
せ
ぱ
、
其
度
は
言
論
で
あ
ら
う
か
。
　
之
れ
余
の
客
観
的
方
法
に
よ
ウ

　
て
研
究
ぜ
ん
と
す
る
問
題
で
あ
る
。

　
　
内
観
的
問
題
、
弐
に
若
し
乙
の
畳
閾
が
練
習
に
よ
う
鍵
化
す
る
竜
の
と
せ
ば
、
畳
閾
の
硫
化
と

　
は
内
濠
的
に
は
如
何
な
る
こ
と
で
あ
る
か
。
畳
閾
の
二
化
を
客
観
的
に
見
る
な
ら
ば
、
軍
に
原
子

　
戟
の
量
と
、
礎
異
刺
戟
の
量
と
の
比
の
二
化
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
憂
化
は
内
観
的
に
も

　
亦
同
d
威
畳
の
強
度
の
比
の
か
か
る
簡
軍
な
養
化
で
あ
ら
う
か
。

　
　
或
は
乙
の
畳
閾
の
灘
化
は
、
内
観
的
に
は
新
な
る
域
畳
の
登
生
に
基
く
新
な
る
墾
化
で
は
あ
る

　
ま
い
か
。
．
之
れ
余
の
内
親
的
に
観
察
せ
ん
と
欲
す
る
問
題
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
問
題
は
嚢
た

節
自
然
に
蔚
戟
閾
、
鋭
化
閾
、
辮
別
閾
の
心
理
學
蘭
意
義
の
内
観
に
嚢
で
進
愚
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
　
　
　
　
絹
灘
衛
叩
獲
㌘
化
m
脚
渡
噺
翅
の
霧
郷
酬
荊
㎜
内
脚
脚
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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哲
學
研
究
　
第
四
十
八
號
・
　
　
　
亭
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丑
0

余
の
見
る
腱
で
は
、
薗
然
科
妻
室
概
念
の
下
に
登
足
し
．
主
と
し
て
客
観
的
方
法
に
よ
つ
て
測
定
を

試
み
ら
れ
た
乙
の
畳
閾
の
事
實
が
、
純
粋
心
心
學
の
舞
毫
に
上
せ
ら
る
る
だ
め
に
は
、
内
観
的
考
察

の
精
練
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
猿
い
も
の
と
考
へ
て
居
る
。
．
而
し
て
登
臨
の
多
く
の
所
謂
實
験
心

理
學
者
は
、
こ
の
客
観
的
な
卓
越
の
事
實
を
、
充
分
な
内
観
的
精
練
と
論
理
的
考
察
と
を
加
へ
ず
に
．

急
い
で
心
理
學
の
領
域
に
引
き
上
げ
、
之
を
以
て
從
來
の
心
埋
學
が
未
だ
嘗
て
経
験
し
泥
こ
と
の

な
い
程
の
確
歪
な
心
理
學
的
知
識
で
も
駿
豆
し
π
か
の
様
に
、
自
己
錯
畳
を
起
し
て
居
π
の
で
は

な
か
つ
禿
か
。
測
定
の
数
値
の
比
較
的
に
同
輔
の
便
を
呈
す
る
織
に
、
幻
惑
せ
ら
れ
、
其
敷
値
の
心

理
學
的
意
義
を
静
思
す
る
の
絵
裕
を
幽
い
て
居
た
の
で
は
な
か
つ
π
か
。
嚴
密
な
る
意
義
の
興

の
實
験
心
理
學
は
、
今
一
度
態
度
を
明
に
、
旗
織
を
鮮
明
に
し
て
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
與
へ
た
畳
閾
の
問

題
を
≦
Φ
び
2
、
守
。
ゴ
葭
及
び
初
期
の
宅
琶
薄
命
涙
の
研
究
し
π
る
方
法
と
は
全
然
異
な
る
方
法
に

於
て
、
再
応
す
る
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
あ
る
按
い
か
。
そ
し
て
こ
の
問
題
は
あ
ら
ゆ
る
心
理
學

的
研
究
に
於
て
．
先
づ
最
初
に
考
察
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
問
題
の
一
で
あ
る
の
で

は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
余
は
か
く
の
如
き
問
題
に
も
進
め
る
な
ら
ば
進
ん
で
見
だ
い
。
　
こ
れ
拙

稿
の
最
後
の
目
標
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’



二
、
客
観
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
回
文
　
　
献

　
塵
畳
に
於
け
る
黒
髭
的
辮
別
閾
の
客
観
的
研
究
を
初
め
て
試
み
た
妻
Φ
ぴ
窪
は
其
最
小
債
を
ゆ
O
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㏄
O
断
ち
二
十
九
分
の
一
と
し
て
居
る
（
一
九
七
頁
）
。
　
の
す
轟
8
は
標
準
重
量
を
十
琵
、
二
十
五
琵
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

五
十
琵
、
七
十
五
琵
、
百
屍
、
百
五
十
琵
、
二
百
妬
と
し
て
、
指
頭
の
辮
劉
閾
を
測
定
し
て
吹
の
如
き
儂
を

算
出
し
、
五
十
琵
以
上
と
以
下
と
に
於
て
皇
別
閾
の
著
し
き
差
異
を
駿
浴
し
、
標
準
重
量
七
十
五
屍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
う
二
百
琵
の
間
に
於
て
は
比
較
的
に
一
様
の
画
工
が
現
れ
る
と
結
論
し
て
居
る
。
、
（
二
　
五
三

　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

八
一
五
三
九
頁
）
国
。
ξ
ざ
。
露
竜
指
頭
の
心
慮
の
藍
鼠
閾
の
客
観
的
並
に
内
観
的
研
究
に
於
て
家
の

如
き
数
値
を
算
出
し
て
居
る
。
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哲
學
醗
究
‘
．
簗
圏
幸
八
魏

冨

義
ご

陽
に
ヒ
陸
！

（
肇
。
書
）
「

露
三
P
目
恥

。
翌
・
同
・

．
9
H
H
ρ
。
。
「

へ
［
。
・
影

・
三

O
b
c
》

ρ
O
Q
っ一
［
暴

O
b
O

P
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
（
o
ξ
｝
象
凱
）

　
之
を
見
る
も
幽
定
の
標
準
重
量
の
範
園
に
於
て
は
、
略
ぼ
一
定
の
爆
心
閾
の
現
る
、
こ
と
は
明

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
事
實
で
あ
る
（
三
二
七
八
一
二
七
九
頁
）
。
屯
窪
象
は
こ
ゆ
主
客
庁
8
及
び
溶
。
ξ
富
。
ぼ
等
の
結
果
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（

謬
照
し
、
標
準
重
量
五
十
屍
よ
り
一
千
春
画
で
を
三
分
し
、
其
各
組
に
癒
ず
る
糞
壷
的
鑑
別
閾
（
重
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
加
の
程
合
）
を
略
ぼ
次
の
如
く
に
定
め
て
居
る
、
（
五
六
七
唄
頁
）
。
而
し
て
膨
圧
⇔
黛
は
重
量
減
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

標
　
準
　
重
　
量

　
瓦
　
　
　
　
瓦

五
　
　
〇
一
二
〇
〇

二
〇
C
！
五
〇
〇

五
〇
Q
一
｝
○
○
○

斜
封
的
弓
三
日

＋
露
分
の
一

二
＋
分
の

獄｝

{
分
の
一

　
　
　
　
賦

重
量
の
際
に
は
略
ぼ
一
定
の
債
を
保
つ
も
の
で
あ
る
と
去
ふ
乙
と
は
確
實
な
事
實
で
あ
る
。

は
≧
の
事
實
の
墓
礎
の
上
に
、
乙
の
同
定
の
携
刎
闘
．
が
練
習
に
依
で
如
何
に
霊
化
す
る
か
を
明
ら

の
揚
合
の
辮
別
閾
は
増
加
の
工
合
の
略
ぼ
二
倍
で

あ
る
と
し
て
居
る
。
　
惑
毒
饗
の
此
の
緻
値
は
少
数

の
被
験
者
の
結
果
に
墓
く
概
算
的
敷
値
で
あ
る
か

ら
，
多
く
の
被
験
者
の
指
頭
の
辮
別
閾
の
標
準
債
と

す
．
る
乙
と
は
出
摩
孜
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
定
の

被
験
者
の
一
定
の
局
所
の
辮
甥
閾
は
、
一
定
の
標
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
余
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に
し
て
見
だ
い
。

　
皮
膚
の
辮
洌
性
の
敏
育
の
可
能
に
つ
き
て
、
初
め
て
實
駿
的
研
究
を
試
み
控
の
竜
白
①
げ
Φ
尾
で
あ

る
。
＜
9
写
⇔
慈
口
も
欄
覧
の
雑
誌
性
が
練
習
に
よ
っ
て
直
接
駿
達
及
び
交
叉
的
駿
達
を
起
す
も
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

る
こ
と
を
報
告
し
て
居
る
（
四
三
二
四
頁
㌔
其
他
の
譲
ざ
謬
及
び
蜀
完
配
等
が
路
ぼ
同
様
の
實
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

を
爲
し
前
者
は
其
爽
達
の
著
し
き
こ
と
を
認
め
、
後
者
は
皮
膚
の
部
分
に
よ
づ
て
は
．
一
ケ
月
の
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

習
も
遽
に
何
等
の
駿
逮
を
起
さ
な
か
つ
π
と
云
っ
て
居
る
（
四
三
ご
四
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
⇔
お
塗
鎚
は
一
八
九
四
年
く
◎
豪
酒
嘗
口
其
他
の
算
者
の
業
績
を
槍
痛
し
、
且
つ
の
練
習
に
よ
ム
威

霊
性
の
増
加
す
る
蓬
度
、
働
波
及
比
論
の
量
、
働
練
習
せ
ら
れ
π
る
局
所
の
霊
園
の
土
肥
性
の
増

減
、
㈹
練
習
に
よ
う
登
達
し
た
威
受
性
の
、
練
習
申
止
後
の
憂
化
の
四
織
を
明
か
に
爲
さ
ん
と
し

　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

て
詳
細
な
研
究
を
試
み
だ
（
四
三
二
五
－
三
三
一
頁
）
。
氏
は
男
女
二
人
の
被
験
者
に
つ
き
鯛
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

計
を
用
ゐ
、
左
手
下
部
掌
の
面
を
約
一
ケ
月
一
定
の
時
間
に
於
て
練
習
し
其
直
接
駿
達
、
波
及
襲
達

r
右
手
下
掌
部
の
面
）
を
測
定
し
た
。
氏
、
の
結
果
に
よ
る
と
、
次
表
の
如
く
甲
被
験
者
に
於
て
は
練
習

初
期
の
鷲
別
閾
は
一
＝
」
粍
で
あ
る
が
練
習
の
後
期
に
は
四
粍
に
達
し
初
期
の
約
五
分
の
一
に
滅

じ
て
居
る
。
乙
被
験
者
に
於
て
は
練
習
初
期
の
三
三
粍
よ
う
後
期
の
二
粍
に
達
し
、
初
期
の
十
六

分
の
一
と
な
？
て
居
る
。
こ
の
結
果
に
よ
れ
は
練
習
に
響
く
鰯
畳
の
聖
別
性
の
直
接
螢
達
は
極

　
　
　
　
翻
劉
酌
鍵
化
閾
嚢
蓬
の
客
槻
的
内
糎
的
考
嬢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
五
三
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哲
攣
研
究

め
て
大
で
あ
る
。

第
匹
＋
八
三

五
四

乙甲被瞼者
開申

午前

29粍
33

19

18

JS

13

21，5

10

16

ra’

10

　7

　5

10

午後

26粍
15

1S

ユ6

1Jtr

10

16，5

15

13

1C｝

13

　7

　5

10，5

午後

24粍
20

2・．）

17

16

18

19，5

午蔚

22粍

19

17

17

1S

lr）

18

欝
p
菊
包
・
u
伽

22

P5

P1

P2

r
卸
惚

ロ
ほ
ヨ
ロ
　
け
ロ

＝
三
六
七
八
鞠

十
＋
＋
＋
＋
＋
週

帰
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
第

十

十月二＋日
　　二十こ日

　　二牽三日

　　二十四日

　　二十iE日

　　二十六日
第二蓮羅均

S
7
9
4
5
4
α

9
7
4
4
遙
5
舗

8
　
S
　
O
　
8
　
2
　
4
　
6

10

　5

4

　‘1

　5

　5

5・5

箇
日
ロ
ロ
ロ
ロ

㌶
義
　
禰

肛
二
三
三
匙
二
趨

＋
　
　
秒
第

3
3
3
1
2
2
篇

3
3
2
3
2
荏
詔

6
5
4
3
羨
3
侃

5
5
盗
4
2
5
弔

口
口
円
円
日
日

　
　
　
　
　
均

　
　
　
　
　
亭

三
四
六
七
八
九

明
　
　
鞠

十

10，5 10，0 9，0

（Dresslar）

全部ZF均 TO，1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
叉
鋤
波
及
登
達
竜
次
表
の
如
く
直
接
亡
霊
と
殆
ん
ど
紬
縞
に
進
ん
で
居
る
。
郎
ち
甲
の
左
右

の
初
日
の
愛
別
閾
は
ご
一
壷
で
あ
る
が
、
練
習
末
日
に
は
左
右
と
竜
五
粍
を
示
し
て
居
る
。
之
を

乙
に
見
る
も
、
初
日
の
左
右
の
辮
別
閾
は
三
三
粍
、
練
習
末
日
の
左
手
は
二
軸
右
手
は
五
寸
に
し
て

爾
者
著
し
く
相
接
近
し
て
居
る
。
き
れ
ば
鯛
聾
の
辮
別
閾
の
波
及
的
無
帽
の
量
は
直
接
駿
達
と



全
然
同
一
で
あ
る
と
云
っ
て
大
過
無
い
様
で
あ
る
。

　　　　被瞼者
冝@時

甲 乙

左手『 右乎 左乎 右手練脅　薗

{月＋日午蔚八時 21粍 21粍 33粍 33粍

練習　後

{一月＋ほ午前八時

5 5 5 5

（Dresslar）
．t

鯛
畳
の
辮
別
性
の
庭
瀬
に
於
け
る
d
お
琶
鴛
の
二
見
し
た
以
上
の
事
實

は
、
他
の
曲
庇
の
辮
別
性
の
薮
逮
に
於
て
も
同
様
で
あ
ら
う
か
、
或
は
異

る
威
畳
に
於
て
は
叉
異
な
る
現
象
が
実
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
こ

の
問
題
は
個
々
の
威
畳
に
つ
き
一
々
槍
査
し
て
確
定
す
る
よ
ウ
外
に

道
が
無
い
。
余
は
こ
の
問
題
を
燃
畳
に
つ
き
攻
究
し
て
見
た
い
の
で

あ
る
。

乙
　
研
究

器
檎
及
び
測
定
法
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桑
園
の
墾
化
閾
は
上
に
述
べ
π
様
に
標
準
重
量
七
十
五
琵
乃
至
二
百
屍
の
範
園
で
は
、
約
十
五

分
の
一
（
重
蚤
増
加
の
場
合
）
と
認
定
せ
ら
れ
て
居
る
。
か
く
の
如
き
比
較
的
固
定
の
数
値
が
日

々
の
練
習
に
依
っ
て
如
何
に
鍵
化
す
る
で
あ
ら
う
か
。
余
は
こ
の
問
題
を
明
か
に
爲
さ
ん
と
欲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
G
a
ぼ
暮
8
β
の
初
め
て
工
画
し
（
ご
五
三
一
－
五
三
四
頁
）
．
国
。
び
覧
Φ
。
寄
が
ぞ
突
舞
及
び
名
画
げ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
く

　
　
　
　
魏
塾
籟
鍵
の
鐘
約
内
鶴
考
馨
　
・
　
　
・
‘
　
’
　
　
　
　
釜
、



2S・Z

　
　
　
　
哲
　
　
徽
脳
ド
研
　
　
究
　
　
　
箪
四
・
†
　
八
　
黎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
の
下
に
そ
れ
を
改
良
し
た
（
三
　
二
二
一
i
二
二
六
頁
）
歴
秤
O
≧
禽
≦
謎
Φ
を
使
用
「
し
π
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
測
定
は
當
否
法
に
よ
ウ
、
標
準
重
量
（
S
）
を
百
屍
と
t
、
鍵
化
重
量
（
V
）
は
五
、
五
琵
、
よ
ゐ
漸
次
に

減
じ
て
五
言
四
屍
、
三
、
五
琵
三
屍
、
二
、
五
琵
、
二
瓦
、
一
、
五
琵
、
一
屍
、
を
使
用
し
た
。
實
験
は
千
九
百
八
年

七
月
一
喫
よ
う
七
月
三
十
一
日
唆
で
田
曜
日
を
除
く
の
外
、
毎
日
午
後
二
時
孚
よ
め
三
時
孚
の
問

に
於
て
、
京
都
帝
二
大
學
交
學
部
心
理
學
敏
室
に
於
て
行
つ
カ
。
測
定
の
回
藪
は
毎
日
百
回
を

準
と
し
だ
け
れ
ど
竜
、
被
験
者
の
疲
勢
の
歌
論
に
よ
う
て
時
に
は
九
十
回
、
時
に
は
百
回
を
超
過
し

π
こ
と
も
あ
っ
た
。
疲
勢
の
影
響
を
最
小
度
に
制
限
す
る
た
め
に
測
定
の
孚
ば
に
於
て
十
五
分

間
休
憩
し
、
湯
と
少
量
の
菓
子
と
を
被
験
者
に
與
へ
π
。
被
三
者
は
著
者
及
び
今
村
き
ぬ
媛
で
あ

る
。　
署
者
　
當
時
京
都
帝
國
大
婚
哲
學
科
心
理
學
專
攻
の
第
三
年
生
に
し
て
年
齢
二
十
六
歳
、
心
身

の
駿
育
普
通
で
あ
る
。

　
今
村
き
澱
嬢
．
　
本
被
験
者
は
議
題
京
都
市
私
．
立
精
華
高
等
女
學
校
三
年
生
－
に
し
て
年
齢
十
五

歳
身
膿
の
山
育
良
好
に
し
て
三
業
普
通
、
多
血
質
で
あ
る
。
毎
日
午
前
八
時
申
よ
う
午
後
一
時
ま

で
規
定
の
女
學
校
の
課
業
を
．
絡
う
、
そ
れ
よ
ム
心
理
礼
冠
験
室
に
來
・
9
約
二
十
分
休
憩
し
た
る
後

實
験
に
從
事
し
π
。
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測
定
に
使
用
し
た
指
頭
は
右
手
第
二
指
内
面
の
第
一
節
で
あ
る
。
左
手
の
第
二
指
内
面
の
第

一
節
竜
練
習
に
よ
る
波
及
號
達
を
検
せ
ん
が
深
め
に
時
々
測
定
し
控
。
二
言
室
の
入
無
き
静
か

な
る
一
室
に
於
て
、
被
銀
甲
は
椅
子
に
碕
ウ
眼
を
閉
ぢ
、
駆
秤
の
一
定
所
に
規
定
の
指
を
乗
せ
る
。

實
験
者
は
乱
丁
の
作
用
に
払
う
被
験
者
の
指
頭
に
標
準
重
量
S
の
刺
戟
を
加
へ
、
一
定
の
厘
畳
を

被
験
者
の
指
縄
に
喚
起
す
る
。
被
験
者
は
指
頭
に
注
意
を
分
配
し
て
其
威
畳
．
を
膿
験
す
る
。
次

ぎ
に
實
験
者
は
膣
秤
の
作
用
を
利
用
し
、
こ
の
S
に
稽
大
な
る
V
（
例
へ
ば
十
琵
、
）
を
加
へ
て
S
な

る
二
合
の
域
畳
と
　
の
＋
＜
な
る
揚
合
の
威
畳
と
を
比
較
せ
し
あ
後
者
に
「
重
い
」
と
云
ふ
符
號
を

用
み
る
≧
と
を
約
束
す
る
。
次
ぎ
に
S
よ
垂
V
（
言
質
）
を
減
じ
て
こ
の
、
時
生
じ
π
威
畳
を
S
に

甥
す
る
威
畳
よ
ゑ
も
「
輕
い
」
と
云
ふ
符
號
で
示
す
乏
に
約
束
す
る
。
　
叉
S
に
比
較
的
小
な
る
邸
を

増
減
す
る
と
、
威
言
上
に
悪
化
の
起
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
か
㌧
る
二
合
に
は
「
同
ご
、
憂
化
は
起

っ
て
込
「
重
い
」
か
「
輕
い
」
か
の
明
ら
か
で
な
い
時
は
「
不
明
」
と
云
ふ
符
號
を
用
み
し
め
る
。
か
く

の
如
き
四
種
の
場
合
を
二
三
回
野
駒
さ
し
で
、
各
二
合
の
鍵
化
の
知
畳
と
そ
れ
に
勤
照
す
る
符
號

と
を
聯
絡
記
憶
さ
せ
る
。

　
弐
ぎ
に
眞
の
測
定
に
進
む
。
其
方
法
は
前
と
略
ぼ
同
一
で
あ
る
。
帥
ち
實
験
者
は
被
験
者
の

置
上
に
S
を
加
へ
て
「
用
意
」
と
唱
へ
る
。
被
験
者
は
こ
の
「
用
意
」
の
相
翻
に
鷹
じ
指
頭
の
威
蝿
に

　
　
　
　
測
…
灘
凋
的
纐
二
化
欄
國
講
瞭
運
の
論
静
魏
的
内
伽
擾
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
セ



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　

箪
匹
十
へ
號
　
　
　

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

謝
注
意
を
集
注
す
る
。
實
験
者
は
被
験
者
の
注
意
の
集
注
の
成
立
す
る
を
見
る
や
、
S
に
V
を
、
あ
る

　
時
は
加
へ
、
あ
る
時
は
減
じ
、
あ
昏
時
は
半
減
を
與
へ
ず
し
て
「
ハ
イ
』
な
る
相
圖
を
與
へ
る
。
被
瞼
者

　
は
こ
の
相
愛
を
機
會
に
指
頭
の
男
主
の
層
化
を
内
観
し
、
先
に
約
束
し
π
符
號
を
以
て
電
鍵
化
の

　
状
態
を
實
験
者
に
告
げ
る
。
實
験
者
は
次
ぎ
の
標
準
に
よ
ウ
て
被
験
者
の
劉
断
の
正
否
を
認
録
す
。

　
　
　
正
到
断

　
　
　
　
S
に
V
を
加
へ
π
時
、
「
重
い
』
と
答
へ
だ
出
合
、

　
　
　
　
S
か
ら
V
を
減
じ
把
時
、
「
輕
い
」
と
答
へ
た
揚
合
、

　
　
　
　
S
に
増
減
を
興
へ
な
か
っ
た
時
、
「
同
一
』
と
答
へ
泥
揚
合
、

　
　
　
誤
到
断

　
　
　
　
S
に
V
を
加
へ
た
時
、
「
碧
い
」
叉
は
「
同
ご
不
明
等
と
答
へ
た
揚
合
、

　
　
　
　
S
か
ら
V
を
減
じ
た
時
、
「
重
い
」
叉
は
「
同
ご
不
明
等
と
答
へ
π
揚
蓋
、
　
・

　
　
　
　
．
S
に
増
滅
を
興
へ
な
か
つ
尤
時
↓
輕
い
」
叉
は
『
重
い
」
不
明
と
答
へ
π
揚
合
、

　
　
一
日
約
百
回
転
測
定
中
重
量
を
加
へ
だ
揚
合
を
約
四
十
回
、
重
量
を
減
じ
た
揚
合
を
約
四
十
回
、

　
重
量
の
増
減
な
き
馴
合
を
約
二
十
回
と
し
、
之
を
偶
然
的
に
配
置
し
て
測
定
を
行
ひ
、
測
定
の
終
了

　
後
、
重
量
増
加
の
揚
合
及
び
重
量
減
少
の
奪
合
の
正
判
断
の
割
合
を
百
分
の
比
に
て
算
出
し
、
更
に



2ti5

卜
者
の
舌
根
を
算
出
し
其
結
果
に
基
き
正
判
断
の
比
六
〇
％
以
上
を
以
て
憂
化
を
感
知
し
得
た

も
の
と
見
倣
し
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
2
、
結
果

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
イ
直
接
登
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
（

　
被
験
者
今
村
き
ぬ
嬢
　
練
習
初
冠
に
棄
て
S
を
百
官
、
V
を
五
、
五
琵
其
分
－
一
1
8
な
る
時
に
於
て

正
剣
断
は
六
〇
％
で
あ
る
（
第
一
表
）
。
即
ち
乙
の
被
鹸
者
に
於
て
は
三
1
8
は
正
し
く
訓
化
閾
に

當
っ
て
居
る
。
　
然
る
に
二
日
に
は
正
到
断
六
九
％
、
三
日
に
は
九
日
％
に
遷
し
、
最
竜
確
々
に
⊥
罵

の
憂
欝
を
畳
職
し
得
る
に
至
つ
一
だ
。
以
後
十
日
ま
で
．
同
一
の
比
に
て
正
到
断
の
塾
側
を
計
算
せ

し
に
、
其
結
果
は
第
一
表
に
示
す
様
に
、
六
六
i
九
九
％
の
問
に
動
揺
し
、
殊
に
七
日
よ
ウ
十
日
に
於

て
は
常
に
九
％
以
上
に
達
し
て
居
る
。
　
こ
の
正
写
断
敷
の
塘
加
は
、
客
観
的
に
は
弱
化
辮
別
性
が

練
習
に
よ
釦
て
進
歩
し
だ
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
余
は
十
日
よ
り
は
V
を
漸
次

に
減
少
し
、
V
万
の
比
を
、
1
蹄
、
1
2
5
三
出
、
1
3
3
、
芋
粥
、
－
【
5
0
、
－
蕊
、
と
無
し
、
其
各
に
つ
き
正
到
断
の
割

合
を
、
毎
日
順
次
に
、
十
六
日
ま
で
に
其
全
部
を
測
定
し
禿
。
其
結
果
は
第
一
表
の
如
く
に
、
憾
れ
竜

正
遊
興
の
割
合
は
、
誤
槍
玉
に
比
し
著
し
く
大
な
る
こ
と
を
駿
期
し
π
。
墜
ち
劇
化
閾
は
初
日
の

十
八
分
の
鳳
よ
ウ
、
十
六
日
間
の
練
習
に
よ
り
で
、
六
十
六
分
の
一
ま
で
に
進
歩
し
た
。
余
は
こ
の

　
　
　
　
癬
…
封
的
騒
歯
化
閥
馨
胸
蓮
の
客
槻
的
内
編
観
的
考
察
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



2佑

，

進
歩
の
著
し
い
の
に
驚
い
た
。

　
叩

L

練
右 手 左手

習 S V V
S

重の正
ﾅ場到

重のn三
F量揚判
重の正年
R場判均

重の正zド

諟ъ赴ﾏ
臼 増合藩 孟月噺 メ曾合噺 欝合隔

カliの 少の 減のの 減のの

一
…　榊　　一　　．　…　　「　　…　　㎜　　π　　冨

1
瓦
1
0
0

瓦
5
．
5
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今
村
）

六
〇
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更
に
向
後
の
進
歩
を
検
せ
ん
と
欲
し
、
十
八
日
に
至
う
S
は
前
と
等
し
く
最
盛
と
し
、
V
を
U
琵
、

共
心
を
⊥
蜘
に
減
じ
て
正
銘
断
の
割
合
を
嘉
し
疫
。
＋
六
日
に
於
で
、
ユ
6
6
の
比
に
勢
す
る
正
鋼

断
の
数
は
八
七
％
で
み
つ
温
感
＋
八
日
⊥
卿
に
乱
す
る
正
子
断
の
数
は
七
四
％
に
降
っ
た
。
其

後
如
い
て
七
日
間
測
定
し
π
が
、
十
九
日
を
点
く
の
外
、
霊
域
噺
の
数
は
常
に
七
〇
一
八
五
％
の
問

に
あ
つ
で
、
上
越
均
は
、
七
六
、
八
％
で
あ
る
。
　
こ
の
結
果
に
よ
れ
ば
本
立
鹸
者
は
、
ご
十
四
田
の
慶
畳

練
習
に
よ
り
で
、
其
の
漫
化
閾
は
十
八
分
の
一
よ
ウ
、
百
分
の
一
ま
で
鍵
化
し
、
初
日
の
約
六
分
の
一

に
減
少
し
差
。
塵
畳
の
辮
別
に
つ
き
か
く
の
知
き
顯
著
な
蓬
歩
は
從
画
人
の
豫
適
し
な
か
つ
泥

事
實
で
あ
る
。
　
－
獅
の
比
に
於
て
病
身
問
練
習
し
二
十
三
日
に
於
て
韮
劉
断
歎
八
五
％
に
達
し
、

以
後
ご
欝
は
七
〇
％
に
下
っ
て
居
る
。
　
さ
れ
ば
本
被
験
者
に
出
て
は
こ
の
百
分
の
一
を
以
て
歴

畳
鍵
化
閾
の
薮
蓬
の
極
識
と
見
る
こ
と
が
出
策
る
。
　
而
し
て
こ
の
頂
瓢
に
達
3
る
に
約
二
十
三

日
を
要
せ
し
乙
と
は
、
指
頭
屈
伸
能
の
登
達
（
六
）
、
握
力
の
酸
達
等
と
略
ぼ
期
を
同
う
し
て
居
る

が
、
稽
細
か
に
観
察
す
る
と
．
威
畳
蘭
薮
達
は
指
頭
屈
伸
能
及
び
握
力
の
如
き
複
錐
な
る
筋
肉
的
動

作
よ
う
も
、
少
し
く
早
く
薮
蓬
の
頂
黙
に
達
す
る
様
に
忽
は
れ
る
。

　
被
験
者
著
巻
　
本
被
験
者
の
ユ
［
1
6
の
比
に
封
ず
る
練
習
初
臼
の
正
鋼
車
は
第
二
表
の
如
く
三

五
％
で
あ
つ
で
、
未
だ
こ
の
比
は
憂
化
閾
に
達
し
て
居
な
い
。
「
然
る
に
練
習
二
日
に
は
五
〇
％
、
三

　
　
　
　
相
封
山
麓
化
爾
嚢
誘
の
客
凱
酌
内
翻
豹
考
察
　
　
「
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
六
｝
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第二表歴畳の憂化閾の駿達（檜崎）
t



‘a　．sg

日
に
は
五
七
％
、
四
日
に
は
七
五
％
と
な
ム
、
練
習
四
日
に
し
て
1
1
8
の
墾
化
閾
に
達
し
た
。
五
日
、
六

日
は
少
し
く
下
降
し
八
日
に
至
公
八
○
％
、
十
日
に
は
八
三
％
に
璽
加
し
カ
。
四
日
以
後
に
於
け

る
こ
の
正
到
断
面
の
増
加
は
鍵
化
閾
の
⊥
1
8
よ
り
更
に
減
ぜ
る
ε
を
指
示
し
て
居
る
。
　
蝕
に
於

て
十
一
日
に
至
う
V
を
五
鷺
、
旦
V
の
比
を
⊥
劉
と
爲
し
て
槍
ぜ
し
に
、
正
寸
断
数
は
七
二
％
を

示
し
、
十
ご
日
1
2
5
に
て
槍
せ
し
に
、
七
三
％
と
な
ゆ
、
途
に
1
2
5
の
贋
物
閾
に
達
し
だ
。
　
然
る
に

十
三
日
に
於
て
1
2
8
の
比
に
て
検
せ
し
に
．
正
訓
断
三
八
％
に
で
、
未
だ
本
被
験
者
は
⊥
2
8
の
獲
化

閾
に
達
せ
ざ
る
こ
と
が
朋
か
と
な
つ
だ
。
翌
日
三
2
5
に
て
要
せ
し
に
、
正
到
断
六
八
％
十
五
日
に

至
ウ
更
に
！
賢
に
て
正
解
断
歎
四
三
％
を
得
だ
。
遊
に
於
て
十
七
日
よ
ウ
ニ
十
六
臓
ま
で
1
1
8

に
て
練
習
し
．
二
十
七
日
に
至
う
て
再
び
⊥
3
5
に
て
検
せ
し
に
正
解
断
歎
七
五
％
を
得
以
後
恥
し

き
進
歩
が
な
い
。
さ
れ
ば
本
被
験
者
に
於
て
は
、
二
十
九
日
間
の
練
脅
に
於
て
、
其
鍵
化
閾
は
、
十
八

分
目
慕
う
二
＋
五
五
の
一
錘
化
し
紅
四
割
の
難
に
誉
て
居
る
・
里
の
方
法
同
一
の

練
習
聞
数
に
於
て
、
今
村
嬢
あ
墾
化
閾
は
約
六
倍
の
機
達
門
違
し
、
著
者
は
約
四
割
の
駿
達
に
過
ぎ

な
い
。
之
の
差
は
何
に
基
く
か
。
思
ふ
に
年
齢
の
差
こ
そ
其
最
も
有
力
な
る
原
因
で
あ
ら
う
。

さ
れ
ば
我
等
の
威
畳
は
．
其
最
竜
適
得
な
る
時
期
に
着
て
適
當
な
る
刺
戟
を
輿
ふ
る
の
堕
罪
を
逸

す
る
煮
ら
ば
永
久
に
其
威
畳
の
登
達
可
能
の
極
限
に
達
せ
し
む
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
云
は
ね

　
　
　
一
門
墨
衡
蓬
の
籟
的
・
鍔
蘂
　
　
　
，
，
、
　
　
　
瓦
三
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哲
　
　
轟
　
　
瓢
秘
　
究
　
　
　
箪
罎
　
十
　
八
　
繭
聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
鴎

ば
な
ら
城
。
し
て
見
れ
ば
本
能
の
測
量
に
一
膝
性
の
存
ず
る
が
如
く
、
威
畳
の
駿
達
に
も
叉
明
か

に
一
時
性
が
存
在
し
て
居
る
。
然
し
乙
は
恐
ら
く
威
畳
に
の
み
限
つ
だ
こ
と
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
精
嚢
的
登
達
に
普
遍
的
な
駿
達
の
一
特
性
な
る
竜
の
が
在
る
で
あ
ら
う
、
　
而
し
て
其
の
一
つ

の
追
尋
と
し
て
磁
壁
に
竜
≧
の
現
象
が
現
れ
π
の
で
あ
る
と
，
上
の
揚
合
を
解
記
す
べ
き
で
あ
ら

5
。

　
　
　
　
　
　
の
波
及
登
蓬

　
　
　
　
　
　
（

　
余
は
右
手
の
、
礎
化
閾
の
駿
達
の
左
手
の
遜
化
閾
に
及
ぼ
す
影
響
を
観
察
せ
ん
と
欲
し
、
今
村
媛

に
つ
き
て
は
右
手
練
習
中
左
手
の
獲
高
説
を
練
習
第
剛
日
、
七
日
、
十
日
、
十
一
日
、
十
二
日
、
十
三
日
、
十

四
日
、
十
五
日
、
十
六
日
、
十
八
廼
、
†
九
日
、
二
十
四
日
の
十
一
臼
に
、
測
定
し
て
見
か
。
其
結
果
は
第
一

表
に
示
す
が
如
く
、
左
手
は
嚇
定
の
V
「
S
に
封
し
右
手
と
天
然
李
行
を
保
っ
て
…
進
ん
で
居
る
。
從

っ
て
前
記
の
各
B
に
於
け
る
右
手
の
正
心
断
の
数
の
叡
感
は
八
○
、
六
％
で
あ
っ
て
、
左
手
の
正
到

断
歎
の
卒
均
は
八
0
、
二
％
爾
者
は
蚕
然
同
一
便
を
示
し
て
居
る
。

　
被
験
者
楢
崎
に
つ
き
て
は
、
益
心
礎
化
閾
を
練
習
第
一
日
本
、
日
、
十
四
日
塙
二
十
照
日
、
二
十
九
日
の
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五
日
に
於
て
測
定
し
た
。
こ
の
結
果
も
亦
今
村
媛
の
竜
の
と
全
．
く
等
し
く
左
手
の
波
及
駿
蓮
は

右
手
の
直
接
磯
逮
と
憂
然
李
行
的
に
駿
達
し
（
第
二
表
）
て
居
る
。
こ
の
五
日
聞
の
右
手
の
正
鋼

噺
の
，
数
の
平
均
は
、
六
三
、
六
％
に
し
て
、
左
手
の
鑑
到
断
藪
の
李
均
は
六
五
、
二
％
で
あ
る
。

　
さ
れ
ば
余
の
爾
被
験
者
に
於
け
る
塵
畳
の
憂
化
閾
の
波
及
登
達
は
、
直
接
，
登
逮
と
同
一
の
駿
達

を
爲
し
、
U
冠
Φ
塗
霧
が
燭
畳
に
つ
き
て
の
研
究
の
結
果
と
全
然
相
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
結

果
よ
・
9
推
定
す
る
な
ら
ば
、
域
畳
の
範
園
に
於
て
は
直
捜
登
達
と
交
叉
的
波
及
熔
融
と
は
全
く
李

行
的
に
進
む
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
↓
標
準
重
量
の
獲
化
と
愛
化
閾

　
　
　
　
　
　
（

　
…
愛
化
閾
辮
洌
閾
は
一
定
の
威
畳
一
定
の
範
團
の
標
準
刺
戟
に
於
て
は
、
暑
ぼ
一
定
の
歎
値
を
保

つ
が
、
標
準
刺
戟
が
一
定
の
範
園
を
逸
す
る
時
は
、
其
の
歎
値
の
憂
化
す
る
竜
の
な
る
こ
と
は
、
巳
に

學
者
の
確
認
し
π
と
こ
ろ
で
あ
る
。
而
し
．
て
玉
容
の
愛
舌
面
と
標
準
重
景
と
の
開
心
に
つ
き
て

は
、
已
に
、
ω
菖
暮
8
罵
（
二
）
及
び
国
。
ξ
δ
。
賦
　
（
三
）
が
精
細
な
研
究
を
試
み
、
標
準
重
量
の
増
加
に
俘
ひ
、

凝
化
閥
竜
漸
次
減
少
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
明
か
に
し
π
。

　
然
し
此
等
の
蝋
画
の
結
果
は
、
特
殊
の
歴
畳
練
習
を
加
へ
な
い
普
通
の
被
験
者
に
つ
き
て
の
測

定
で
あ
る
。
從
っ
て
か
く
の
如
き
被
験
者
に
つ
き
多
く
の
測
定
を
行
ふ
盛
合
に
あ
参
て
、
は
、
必
ず

　
　
　
　
霜
鋤
的
憂
化
㎜
國
獲
…
運
の
客
湘
観
的
・
円
蜘
榊
的
考
察
　
　
　
　
・
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繭
ハ
五
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哲
　
　
風
｝
　
研
　
　
究
　
　
　
第
閃
囲
十
・
八
　
助
勤
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

や
練
習
の
影
響
の
鋤
は
う
來
っ
て
測
定
せ
ん
と
欲
す
る
数
値
を
憂
化
ぜ
し
む
る
の
憂
が
あ
る
。

余
の
先
の
練
習
に
よ
る
塵
畳
の
辮
別
閾
の
登
達
に
見
る
も
（
第
一
、
二
表
）
、
己
に
練
習
二
日
に
し
て
、

正
面
丁
数
幾
分
の
増
加
を
示
し
、
三
日
肖
に
は
極
め
て
顯
著
な
る
塘
加
を
現
は
し
て
居
る
。
さ
れ

ば
翼
に
壷
焼
の
常
恒
な
る
債
を
求
め
ん
と
威
せ
ば
．
練
瞥
の
程
度
の
不
充
分
な
る
被
験
者
よ
釦
も

寧
ろ
練
習
の
極
、
螢
達
の
下
鮎
に
盤
面
し
π
る
被
験
者
に
つ
き
て
測
定
す
る
を
以
て
一
壷
望
ま
し

き
こ
と
、
云
は
ね
ば
な
ら
譲
。
或
は
叉
測
定
の
結
果
の
常
恒
性
を
望
ま
ず
と
す
る
も
、
駿
達
の
頂

黙
に
あ
る
人
類
が
、
各
獺
の
標
準
刺
戟
に
於
て
、
如
何
な
る
憂
忌
詞
を
有
し
得
る
か
を
知
る
は
、
極
あ

て
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
・
余
は
こ
の
二
重
の
見
地
か
ら
塵
畳
の
七
化
閾
の
達
識
に
螢
逮
し
た

被
験
者
今
村
き
ぬ
嬢
及
び
署
者
に
つ
き
て
、
標
準
重
量
の
磁
化
に
件
ム
（
塵
畳
の
劇
化
閾
を
測
定
し

だ
。　

測
定
法
。
標
準
重
鼻
（
S
）
を
第
三
及
び
四
表
の
如
く
、
十
延
よ
ウ
露
訳
三
百
五
十
屍
ま
で
獲
化

し
．
同
一
標
準
重
量
に
墾
化
重
重
（
V
）
を
増
減
し
て
三
十
回
測
定
し
、
七
五
％
以
上
の
面
容
断
数
を

得
た
る
竜
の
を
以
て
、
心
礎
化
閾
と
熟
し
控
。
　
こ
の
…
璽
化
閾
測
定
の
揚
油
に
あ
ウ
て
は
重
量
を
加

へ
た
る
揚
合
（
塘
信
愛
化
國
と
減
じ
だ
る
揚
倉
減
少
凝
化
國
に
よ
参
、
藩
論
に
滋
強
な
る
差
異
が
あ

る
か
ら
、
爾
者
の
二
化
閾
を
品
々
に
測
定
し
た
。
其
結
果
は
次
の
題
ム
で
あ
る
．



　
被
鹸
者
今
村
き
漁
嬢
　
本
釜
虚
者
の
結
果
は
第
三
表
紋
示
す
が
如
く
、
S
十
琵
の
虫
合
に
於
け

、
る
増
加
…
憂
化
閾
は
七
分
の
一
に
し
て
、
其
債
最
竜
大
で
あ
る
。
　
S
三
十
琵
に
増
す
時
は
漫
偏
心
は

　
　
第
三
衷
標
準
重
蚤
の
凝
化
と
慶
化
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今
村
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十
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．
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に
増
す
時
は
攣
化
閾
は
二
十
六

分
の
一
に
下
る
の
で
あ
る
。
か

く
の
如
風
標
準
刺
戟
の
増
加
と

共
に
墾
化
閾
は
漸
次
滅
少
し
で
、

S
百
琵
の
蒔
百
分
の
一
と
な
う
、

S
二
百
五
十
琵
の
時
は
．
百
六
十

分
の
一
、
三
百
五
十
琵
の
時
は
三

百
五
十
分
の
一
に
減
じ
て
居
る
。

ソ93

S
七
十
屍
、
八
十
充
百
五
十
児
、
二
百
屍
、
三
百
琵
の
時
、
骨
化
闘
の
異
常
の
王
子
を
示
す
は
、
該
測
定
隅

の
被
験
者
の
特
殊
の
歌
態
に
塞
く
も
の
で
あ
ら
う
。
　
こ
の
結
果
に
よ
れ
ば
標
準
，
重
量
を
十
屍
よ

う
三
百
五
十
瓦
に
増
せ
ば
、
共
磁
化
閾
は
七
分
の
一
よ
う
三
百
五
十
分
の
輔
懐
で
減
少
す
る
。
砺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

し
て
其
減
少
は
漸
進
的
で
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
召
Q
町
暮
8
障
は
七
十
五
麗
よ
ウ
ニ
百
屍
の
問
に
於

　
　
　
　
翔
罵
鋤
的
灘
化
開
凹
獲
淫
の
鰺
一
蜘
酬
的
内
細
櫛
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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露
都
研
究
　
　
第
紺
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
六
八

げ
る
醇
化
閾
賂
ぼ
同
一
の
便
な
ウ
老
云
っ
て
居
る
け
れ
ゼ
竜
、
練
習
の
影
響
を
除
去
し
だ
る
余
の

測
定
の
こ
の
被
験
者
に
つ
き
て
の
結
果
に
あ
う
て
は
、
七
十
駕
よ
ウ
ニ
百
選
の
問
に
於
て
、
四
十
六

分
の
一
よ
う
百
分
の
一
に
減
少
し
て
居
る
。
而
し
て
攣
化
閾
の
近
似
債
を
示
す
は
、
標
準
刺
戟
の

差
の
極
め
て
小
な
る
揚
合
に
限
ら
れ
て
居
，
る
。

　
重
量
減
少
の
開
合
の
養
髄
帆
に
於
て
も
、
標
準
重
量
の
麗
質
と
典
に
礎
化
閾
は
漸
次
減
少
す
る

乙
と
重
量
増
加
の
揚
合
と
同
一
で
あ
る
け
れ
ど
竜
、
（
第
三
表
）
、
其
減
少
の
度
は
増
加
墾
化
閾
の
揚

合
に
比
し
著
し
く
僅
少
で
あ
つ
で
、
且
ρ
其
礎
化
閾
竜
一
般
に
大
に
し
て
増
加
鍵
選
分
の
約
二
倍

で
あ
る
。
さ
れ
ど
時
々
其
債
の
異
常
に
滅
少
す
る
乙
と
も
あ
る
。
例
へ
ば
S
二
百
五
十
％
及
び

三
百
五
十
琵
の
揚
合
は
其
一
例
で
あ
る
。
重
量
増
加
の
揚
合
と
滅
少
の
揚
合
に
於
で
、
墾
早
耳
の

異
る
ε
は
己
に
多
く
の
學
者
の
指
摘
し
、
畏
友
千
葉
交
學
士
は
之
の
織
に
づ
き
各
種
の
攻
究
を
加

へ、

V
を
識
別
作
用
の
非
梱
穂
と
呼
ば
れ
て
居
る
が
（
七
）
余
の
こ
の
被
験
者
に
つ
き
て
の
測
定
に

よ
れ
ば
、
爾
礎
化
閾
の
比
は
．
一
に
封
ず
る
繭
、
五
六
で
あ
る
。

　
被
験
者
櫓
崎
、
本
被
験
者
の
結
果
は
第
四
表
に
示
す
通
う
で
あ
る
。
帥
ち
前
被
験
者
と
等
し

く
S
十
屍
、
の
増
加
獲
化
閾
は
七
分
の
一
、
二
十
琵
、
の
揚
合
は
十
三
の
一
、
三
十
琵
は
二
十
分
の
一
と

漸
次
に
減
少
す
る
。
然
る
に
S
三
十
琵
よ
ウ
七
十
琵
に
凝
化
す
る
竜
、
其
獲
化
生
に
憂
化
が
無
い
。
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ζ
の
描
は
前
被
験
者
と
異
っ
て

居
る
。
s
八
十
琵
に
至
り
獲
化

閾
は
三
十
三
分
の
一
に
減
じ
て

居
る
。
そ
れ
よ
う
S
、
百
五
十
琵
、

に
増
す
も
、
獲
化
閾
に
高
な
る
…
獲

化
無
く
、
S
の
二
百
琵
に
達
し
て

初
め
て
憂
化
閾
は
四
十
分
の
一

‘
に
下
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
本

被
験
者
に
あ
っ
て
も
．
標
準
重
量

の
増
加
と
共
に
凝
化
閾
に
減
少
を
來
す
け
れ
ど
も
、
一
定
の
馬
市
に
於
け
る
標
準
重
量
の
憂
化
に

養
し
て
は
、
其
黒
化
閾
は
略
ぼ
同
一
の
債
値
を
保
っ
て
居
る
。
　
ζ
の
事
實
は
o
Q
げ
養
ぎ
嵩
の
結
果
と

同
一
で
あ
る
。
撃
ち
本
被
験
者
の
揚
合
に
あ
ウ
て
は
、
次
．
表
の
如
き
事
事
が
あ
る
。
重
量
減
少
の

場
合
に
於
け
る
等
化
閥
は
、
重
量
増
加
の
揚
合
よ
ウ
も
痩
化
閾
の
贋
著
し
く
大
で
あ
る
。
而
し
て

S
十
琵
よ
り
四
十
琵
ま
で
は
S
の
増
加
と
共
に
薫
化
閾
は
次
第
に
減
少
す
る
。
S
四
十
琵
よ
ク

　
　
　
　
窟
封
的
礎
化
閾
穫
建
の
客
灘
曲
内
槻
的
考
察
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



蕾
阿
趣
Ψ
醸
続
　
第
肝
燭
十
八
蟹

L）D

標
準

一
　
〇
…
一
三
　
〇

三
〇
一
七
〇

八
0
一
－
t
一
．
五
〇

二
〇
〇

重
量
（
蔦
二
璽
加
攣
化
閾

七
分
の
一
よ
リ
ニ
＋
分
の

一
に
減
ず

轍
に
約
二
十
分
の
一

三
に
約
三
十
分
の
一

四
＋
分
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
．
○

百
琵
ま
で
は
S
増
加
す
る
竜
二
化
閾
ぱ
約
十
分
め

一
を
保
ち
、
S
百
五
十
琵
乃
至
ミ
百
琵
の
問
の
愛
化

閾
は
約
十
．
四
分
の
一
で
あ
る
。
今
増
加
気
化
閾
と

減
少
墾
化
閾
と
の
比
を
算
出
せ
ぱ
一
と
ご
、
三
輔
の

關
係
と
な
る
。
こ
あ
墨
書
は
訟
ぎ
簿
9
（
二
）
の
結

果
、
づ
、
毒
象
（
五
）
六
七
一
頁
）
の
結
論
と
略
ぼ
同
一
で
あ
る
。

3
、
概
旛

　
　
　
ラ
　
コ
　

　
以
上
イ
ロ
ハ
の
三
項
に
於
て
研
究
し
だ
る
結
果
を
基
礎
ど
し
、
最
初
提
出
し
だ
塾
図
下
情
逮
の

　
　
　
（
（
（

客
槻
的
問
題
に
野
し
次
の
如
き
結
論
を
與
へ
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　
イ
歴
畳
の
憂
化
閾
は
練
習
に
よ
う
て
顯
著
な
る
縮
化
を
堕
し
．
常
人
の
標
準
重
量
百
屍
に
於
け

　
（
　
　
る
憂
化
閾
十
五
分
の
一
乃
至
十
八
分
の
一
は
、
練
習
手
掴
の
後
に
至
ウ
ニ
十
五
分
の
一
乃
至

　
　
百
分
の
一
に
達
し
、
其
事
蓬
・
の
程
度
青
年
初
期
の
女
子
に
あ
う
て
は
、
約
六
倍
、
青
年
末
期
の
男

　
　
子
に
あ
う
」
て
は
約
四
割
で
あ
る
。
さ
れ
ば
歴
象
の
駿
達
に
竜
門
時
性
の
存
在
し
、
練
習
の
最

姫
期
は
膏
年
期
の
柳
め
で
あ
る
。

、
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の
一
局
部
の
歴
畳
練
習
は
他
の
部
へ
の
波
及
駿
達
を
俘
ひ
、
其
交
叉
波
及
駿
達
の
量
は
直
接
駿

（　
達
の
量
と
全
く
同
一
で
あ
る
。

　

ハ
最
好
の
練
習
期
に
於
で
、
適
當
の
練
習
を
受
け
極
度
の
四
達
厭
態
に
あ
る
個
人
の
歴
畳
辮
別

（　
力
は
、
三
百
五
十
罵
に
…
封
し
繍
屍
の
差
を
辮
賢
し
得
る
。
・

　

二
二
畳
の
辮
刎
力
業
達
の
頂
織
に
あ
る
被
験
者
に
あ
ウ
て
標
準
重
量
四
＋
琵
乃
至
三
百
五
十

（　
妬
の
範
團
に
あ
り
て
は
、
常
に
歩
一
、
五
琵
の
差
を
何
れ
も
辛
じ
て
識
別
し
得
る
が
故
に
、
此
の

　
範
園
に
あ
う
て
は
、
毛
Φ
ご
霞
及
び
国
8
ぎ
霞
の
法
則
を
認
め
る
こ
と
が
出
馬
な
い
。
加
之
窮
ろ

　
正
反
封
に
標
準
重
量
の
増
加
と
共
に
、
憂
化
閾
は
著
し
く
、
減
少
す
る
。

　
ホ
標
準
重
量
の
増
加
に
俘
ひ
、
相
醤
的
辮
別
閾
は
減
少
す
る
。
況
し
て
青
年
初
期
の
女
子
に
あ

（　
う
て
其
減
少
は
漸
次
的
に
し
で
、
青
年
末
期
の
男
子
に
あ
ム
て
は
、
段
階
飽
で
あ
る
、
ω
電
暮
8
口
の

　
結
果
は
後
者
に
厩
す
る
。

　塾へ

d
量
増
加
の
揚
合
の
攣
化
闘
と
減
少
の
揚
間
の
養
築
山
と
は
其
債
著
し
く
唱
う
、
前
者
に
勤

（　
す
る
後
者
の
比
は
同
“
翠
鵠
乃
至
ド
”
b
。
四
目
で
あ
る
。

　
ト
相
野
思
歌
別
閾
は
一
定
の
歌
登
に
於
て
は
一
定
の
数
値
を
有
し
、
就
申
光
畳
を
以
て
其
値
の

（　
最
竜
野
な
る
唱
の
と
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
鰹
羅
に
於
て
竜
極
度
の
練
習
を
加
ふ
れ
ば
之
の
光

　
　
　
浦
…
封
的
聯
…
化
閥
四
嚢
遽
ρ
客
槻
的
内
槻
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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蓄
學
醗
寧
　
第
四
＋
八
號
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

　
　
畳
の
辮
別
閾
と
同
一
叉
は
其
以
下
に
減
少
ぜ
し
む
る
こ
と
が
出
・
來
た
。
し
て
見
れ
ば
あ
ら

　
　
ゆ
る
戚
畳
を
共
極
度
に
黒
蝿
せ
し
む
る
時
は
、
相
封
的
辮
別
閾
は
皆
同
M
の
数
値
に
接
近
す

　
　
る
で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
暗
示
を
本
研
究
の
事
實
は
敏
へ
て
居
る
。
若
し
然
う
と
ぜ
ば
特

　
　
殊
の
威
畳
に
は
特
殊
の
相
勤
的
聖
別
閾
あ
ウ
と
の
轡
型
の
見
解
は
墾
更
せ
ら
れ
、
す
べ
て
の

　
　
威
豊
に
は
共
通
の
辮
別
閾
あ
る
．
竜
、
練
習
を
受
け
た
る
程
度
に
鷹
じ
あ
る
藪
値
を
示
す
の
で

　
　
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
諏
様
に
至
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
之
の
推
論
の
正
當
な
る
や
否

　
　
や
は
荷
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